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ハールーン･ヤフヤー氏の講義：3.イスラームの神託の伝え方と手段


メッセージのコミュニケーションの方法と手段

　イスラームでは、宗教のメッセージを他の人に伝えることが一番大事な役割です。すべての信者は神様の唯一の存在を他の人に教えて、他の人を神様を信じることに招待して、悪いことと良いことを区別する方法を知らせるべきです。更に、預言者のスンナをすべての時代にすべての社会に教えることもイスラーム教徒の最も重要な義務です。預言者ムハンマドは次のように教えています；

“一つだけの文章でもわが教えを他の人に伝えなさい。”

　伝える方法は何でしょうか？我々は一番正しい方法や手段を選んで人々を真実の宗教に招待すべきです。しかし、私たちの努力が役に立つか役に立たないか、つまりメッセージを伝えた相手を正しい道に導くことができるか、できないかを決めるのは神様です。我々は、神様が私たちの努力に対して一番いいご褒美を与えてくださることを期待しています。神様のおかげで今日の会議もイスラーム教徒の努力の一部として認められることを心から望んでいます。

　イスラームのメッセージを伝える人は、宗教的な考え方から離れた現代の社会に影響のあることと、科学的に戦える方法を身につけるべきです。特に無神論と唯物論のことを詳しく知るべきです。忘れてはいけないことは、今も無神論を立証する人々は神様の存在の否定を指示することです。ですから、我々のやるべきことは、神様の存在とかれの創造力のあらゆる証拠を明らかにすることです。ムスリムも人間ですからイスラームについて間違えた知識を得ることは確かにあります。しかし我々は、イスラームを極めて正確な形で代表するべきです。メッセージを伝える方法や手段も大事です。

　クルアーンには、“英知と良い話し方で、〔凡ての者を〕あなたの主の道に招け。最善の態度でかれらと議論しなさい。あなたの主は、かれの道から迷う者と、また導かれる者を最もよく知っておられる。（蜜蜂章；１６：１２５）と述べられています。

ムスリムはまず社会上のメンタル面での穢れをきれいにして、人々を間違っている考え方から離すように努力するべきです。特に、無神論と唯物論を科学的に倒すためには、それらの基づいたところや理論を知るべきです。基づくところのないイデオロギーが存在できないから、例えばダーウィン説の本当の顔を見せて、間違い、矛盾、科学的には不足している面を証明すると、人々は正しい道に導くことが可能になります。

　現在、大勢の人々は正しい方法で物事を調べて理解するより、うわさの光でそれを見たいという傾向があります。ですから、今もまだダーウィン説が妥当だと思って，宗教的な説明を理解せずにいます。そのためには、ダーウィン説の矛盾を説明し、人々が宗教の説明から離れないように教育する必要があります。

　イスラームを他の人に伝える時の助け合いも重要です。イスラーム教にとって、宗教的に兄弟でもあるムスリムの間にあるべき助け合いやサポートは、社会を統一する時にも必要です。同時に、論争や分割することはイスラーム教を弱くします。言い換えると団結や結束がイスラーム社会を強くします。預言者もいつもムスリムを統合できるように教育をさせていました。かれは“物事をやさしくて簡単にしなさい、難しくではない。ほかの人と仲良くしなさい、闘争を起こさないことに注意しなさい。”

　ムスリムのほかの人との関係の基本は皮膚の色、国籍、言語、仕事や社会的レベルではなく、ただ信頼と道徳的な価値です。誠実な信者たちの愛は神様に対する愛とかれらの良い行為によって形態されます。もし信者が行為や行動を通して、自分の信頼を証明するなら、他の信者たちがかれを愛し尊敬します。彼との関係には、彼の皮膚の色、国籍、または持っている財産などの良し悪しの影響がありません。同じ規則が人間同士だけではなくて、イスラーム社会の間にも有効です。クルアーンにも述べられたように、ムスリムはすべてお互いが助手で守護者です。

　あらゆる面で、ムスリムはメッセージの結束性を目的にして伝えるべきです。しかし、現在にはイスラーム世界にはかなりの分裂があります。これがメッセージを伝える時に邪魔になります。それでも、最近、他の文明世界にイスラームを興味深く調べる人が多くなって、イスラームへの傾向が目立つようになりました。そのため、今はイスラームやクルアーンをもっと正確に説明する必要があります。唯一の神様の存在、イスラームの基本、預言者ムハンマドの生涯、クルアーンに説明されたルールやイスラーム社会の状態などが、最近欧米の国々にもっと広い範囲で検討されるようになりました。先にも述べたようにイスラームを理解するために最も正し源泉はムスリムです。そのために、ムスリムはできるだけ素晴らしく代表するべきです。

　この大事な役割を果たすためにムスリムはまず自分たちの間違いを直して、クルアーンの紹介をし、他の人をイスラームに招待するべきです。神様は同じことを以下のように教えています；

“信じない者たちもお互いに守護しあっている。あなたがたがそうしないならば、地上の治安は乱れて大変な退廃が起ころう。（クルアーン　８：７３）

ようするに、ムスリムは成熟，寛容、謙遜や静寂の面ですべての世界の先駆者であるべきなのです。

講義は、「４.イスラームはテロを非難します」へ続きます。
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